






















報告では,ツルナの接種薬に退色班点を形成するウイルスを CS系 (Plate I15).えそ

















実 験 結 果
1.原寄主での病徴





で,N系では曜病 タバコ (Samsun)及びツルナ上で,それぞれ30秒 (探 り挿入),lo牙,
30分,1時間,4時間,24時間獲得吸汁させ,CS系では接種植物のタバコ(WhiteBurley)







2.070匹),ワタ77ラ ムシでは1回 (総数 :60匹)行ったが,伝搬されなかっ/こ.そこで,
N 系は,さらにモモアカアブラムシと接種源柏物にツルナ及び N.glutinosaを用い,30
秒及び5分間の獲得吸汁と接種吸汁5分間の組合せによる試験を数回行ったが,いずれも
陰性であ-Jた (接種植物 :C.quinoa薬21枚,ツルナ兼22枚,タバコ (WhiteBurley)10
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用)を用い,また PEG沈殿の溶解には0.UtM りん酸綬衛液 pH7.0を用いた.その他の
処理はCS系の場合と同じであった.このような方法により両ウイルスの部分純化試料を
得た.しかし,N系ウイルス粒子はやや不安定であった.
















染の有無を調べた.対照には CS系のみ及び N 糸のみを接種Lf=病柴汁液をツルナに接
種し,更に CS系病葉汁液と N 系病菓汁液とを等星混合してツルナに棲捜した.その結























































































は CMV-Y (Y serotype)抗血清及び CMV-Cat(Pserotype)抗血清を用いて寒天ゲ
ル内二重拡散法により,CS系,N 系,CMV-Y及びCMV-Calの相互反応試験を行った
ところ.CS系とN 系の沈降帯は CMVIY のそれとゆ合し,それらとCMV-Calとの間
に Spurが形成された.CS系とN 系のそれぞれに感染 した植物に, 4種類の dsRNA が
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